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こまき応援寄附金推進事業実施要綱

2

財政運営

～

・ふるさと納税寄附者に対してお礼の品を配布することにより小牧市の知名度や特産品の

魅力発信を効果的に進めるとともに、本市の財源確保を図り、ひいては、産業の活性化に

つなげる。

実施内容

・一万円以上寄附をいただいた方に対して１年度に限り１回のみ３千円相当の小牧市ゆかり

の特産品をお礼の品として送付する。

・寄附金の納入については市が発行する納付書で納入するほかインターネットからのクレ

ジットカードでの支払方法も可能とした。

・お礼の品のラインナップについては名古屋コーチンを中心に１１種類の中から選択すること

ができる。

総合計画

分野別計画

予算区分

行政経営

7 1

商工振興課

新産業創出係

4

事業期間

歳入確保の取組みを強化します

1

平成２５年度

小牧市の知名度を上げ特産品の魅力発信を効果的に進めるとともに小牧市の財源の確保

を図る。

根拠法令・個別計画

担当課

事務事業名 担当部

担当係
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一般会計
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こまき応援寄附金推進事業

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

内容

（手段）
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ができる。

・平成２５年度寄附内容（平成２５年１１月１５日～平成２６年３月３１日）

人数　２，０７０人（うち市内２１４人）

金額　２２，９８０，６３０円

【平成２５年度直接経費の内訳】

消耗品費（7,424千円）、印刷製本費（178千円）、通信運搬費（14千円）、手数料（159千円）、

クレジット決裁システム構築委託料（26千円）、クレジット決裁システム使用料（5千円）

【平成２６年度直接経費の内訳】

特別旅費（100千円）、消耗品費（9,120千円）、印刷製本費（1,000千円）、手数料（305千

円）、クレジット決裁システム使用料（13千円）
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単位

目標

実績
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実績

単位

目標

実績

目標

実績

事業番号

H26

H25 H26

1,500

事業の

達成状況

お礼の品を配布することで多くの寄附をいただくことができた。また、多くのお礼の品

を全国に発送することができたことから小牧市特産品のＰＲができた。

H23

22,980

成果指標名

基金積立額

2,070

人

H25H24活動指標名

　寄附者数

千円
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事業実施におけ

る課題

継続的に寄附がいただけるよう魅力のあるお礼の品を提供するとともにお礼の品発

送の上限について検討が必要である。
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評評評評

価価価価

一次評価のとおり。拡　大

２７年度以降

の改善案

方向性の判定

事業を縮小・

廃止したときの

影響

判　定　理　由

拡　大

お礼の品の内容の見直し、発送の上限数の見直し、活用先メニューの見直しを行う。

方向性の判定
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方方方方

向向向向

性性性性

お礼の品のラインナップの充実と小牧市の商業活性化のため「こまきプレミアム商品

券」をお礼の品に加える。

実実実実

施施施施
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果果果果

制度が平成２５年１１月より開始され今後も多く方から寄附をしていただくためにＰＲの

拡大やより魅力的なお礼の品を用意するためには拡大する必要がある。

判定理由

小牧市及び小牧市特産品のＰＲ並びに財源確保の機会減少に繋がる。

対象の拡大や手段の充実等により、事業のボリュームを拡

大すべきもの

２６年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）


